
 

 

 

 

                              

 

消費者と協同組合 

 

 

 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・生協は消費者の「共通のニーズと願い」を実現するために、自発的に手を結ん

だ人々の自治的な組織である。コープみえが、どのように誕生してきたか、そ

の時代背景と創始者の思いがある。 

・そして地域にあった 4 つの生協が合併し組合員や地域のためにできることが

ひろがった。子育て世代や高齢者支援の活動が、事業や組合員活動として地域

の中で組合員が中心になってすすめている。東日本大震災の復興支援活動も

被災された方々に寄り添いながら組織として継続している。環境保全の取り

組みなど持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を事業と活動で推進している。 

・事業では、共同購入や店舗、共済、福祉などをおこなっている。職員は組合員

と同じ目線でのコミュニケーションを大切に、「組合員にとってどうか」を考

え行動している。商品の企画要望や開発、「声カード」など組合員の声を大切

にしている。 

・組合員と生産者・メーカーが交流し合うことで消費者の想いと、つくり手の努

力をつなげることができる。生協キッチンは商品を通して組合員と生産者の

距離を縮めるだけでなく組合員にとって食育の機会にもなっている。 

・生協だけで解決できない地域の問題は、行政や諸団体とご一緒になって解決を

めざす。地域の団体と連携して一人暮らしの高齢者への食堂を始めた。地域の

方に喜ばれ、地域の団体との距離も縮まり、生協への理解も深まった。 

・生協の事業は、消費者運動からつながってきている。よりよいくらしの実現は、

人と人とのつながり、協同の力で解決する余地はまだまだある。 

  三重大学 人文学部  

法律経済学科 

「協同組合論」 
  

甲斐 淳一／生活協同組合コープみえ桑名･四日市地域統括部長 

 

第 5回（10月 31日）：受講 51名（受講生 41名・聴講＆スタッフ 10名） 

協同組合原則の「コミュニティーへの関与」（第 7 原則）に関わった協同組

合の役割を実践的な取り組みから紹介する。生協は様々な社会的な課題を活動

や事業で解決を図ってきた。時代や地域ごとに課題は異なる。組合員一人ひと

りの願いも異なる。共通している「よりよいくらし」の実現は、人と人とが助

け合い、つながり、協同すること、生協はそれを実現するための手段である。 

特殊 

講義 

 



第２回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 

Ａさん（２年生） 

 

Ｂさん（３年生） 

 
Ｃさん（２年生） 

 



Ｄさん（２年生） 

 

Ｅさん（２年生） 

 

Ｆさん（２年生） 

 



Ｇさん（２年生） 

 

Ｈさん（２年生） 

 

以上 


